
古
こ

木
ぼく

や大きな木

越谷市には、とても古くからある木や大

きな木が、たくさん残
のこ

っています。神
じん

社
じゃ

や

お寺の周りにもたくさんの木が残っていま

す。皆
みな

さんの学
がっ

区
く

には、どんな木がありますか。

聖聖
しょうしょう

徳徳
とくとく

寺寺
じじ

のイチョウのイチョウ森家のイチョウ森家のイチョウ

越越
ここ

ヶヶ
しし

谷谷
がやがや

久久
ひさひさ

伊伊
いい

豆豆
ずず

神神
じんじん

社社
じゃじゃ

のの藤藤
ふじふじ

の花の花 浅浅
せんせん

間間
げんげん

神神
じんじん

社社
じゃじゃ

のけやきの木のけやきの木

大大
だいだい

聖聖
しょうしょう

寺寺
じじ

のタブノキのタブノキ

越ヶ谷久伊豆神社など、越谷市内の神社

やお寺は、れきしの古いものがたくさんあ

ります。そのため、古木や大きな木がたく

さん残っています。越ヶ谷久伊豆神社では、

大きな木に二
に

次
じ

元
げん

コードが付
つ

いているので、

木のしゅるいを調
しら

べることができます。越ヶ谷久伊豆神社越ヶ谷久伊豆神社
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地名

自分たちの学校のある場
ば

所
しょ

の地名は何で

すか。なぜ、そのような地名がついたので

しょうか。古くから残る地名でしょうか。

それとも新しくついた地名でしょうか。

地名には、土地の様
よう

子
す

やれきしをしめすものが多く、特に、越谷市では、

川とのむすびつきで地名がつけられているところが多いです。また、深
ふか

田
だ

、土
ど

浮
ぶ

、 

沼
ぬま

ノ
の

方
かた

、戸
と

井
い

、久
く

保
ぼ

など、土地の低
ひく

さをしめすような地名も多くあります。これらも、

越谷市の土地の特
とく

ちょうを表
あらわ

しています。しかし、地名の由
いわ れ

来はかならずしもその

通りだったとはいえないものもありますし、時
じ

代
だい

の変
へん

化
か

の中で古い地名がなくなっ

て新しい地名がつけられている場所もあります。古い地名がなくなっていくことは

さみしいことですね。

ものしり先生の話

越谷市の地名の由
ゆゆ

来
ら いら い

越ヶ谷
「越ヶ谷」という名は、奥

おう

州
しゅう

道
どう

を上って（江
え

戸
ど

に向
む

かって南
なん

下
か

して）来る際
さい

に、
大
おお

沢
さわ

の川
かわ

原
ら

から見ると山のような御
ご

殿
てん

地
ち

が見え、元
もと

荒
あら

川
かわ

の谷を越
こ

えた村という
ことからである。

平
ひら

方
かた

川にはさまれた土地で、川や土や砂
すな

が運
はこ

ばれて平
たい

らな土地だったから。

大
おお

作
さく

広く耕
たがや

した土地の意
い

味
み

。

柳
やなぎ

田
だ

堀
ほり

沿
ぞ

いの景
け

色
しき

による。

井
い

戸
と

田
だ

水
みず

深
ぶか

い場
ば

所
しょ

の意味。

谷
や

古
こ

方
がた

低
てい

地
ち

が多い方の意味。その中でも野
や

地
ち

を開
ひら

いて家を建
た

てた所
ところ

を谷
や

古
こ

宇
う

と言う。

登
のぼり

戸
と 蒲

が

生
もう

村
むら

と越ヶ谷村の境
さかい

で、江戸への登
のぼ

り際
ぎわ

の村という意味。「戸」は「郷
ごう

」、
または「村」の意味。

瓦
かわら

曽
ぞ

根
ね

元荒川溜井際の川原にある村なので「川
かわ

原
はら

曽
そ

根
ね

」というべきところを「瓦
かわら

」を
用
もち

いてきた。「曽
そ

根
ね

」の「根」は山のこと。「曽」は「水
みず

辺
べ

に面
めん

した所
ところ

」の意
味。（「曽根」は少し周

まわ

りよりも高い土地）
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花
はな

田
た 元

もと

荒
あら

川
かわ

が曲
きょく

流
りゅう

して押
お

し出して天
てん

狗
ぐ

の鼻
はな

のようになっているので「鼻田」とい
うところを「花田」と書き換

か

えている。

荻
おぎ

島
しま

元荒川べりで荻
おぎ

や葭（葦【あし、よし】）の野が多い所
ところ

の意
い

味
み

。

恩
おん

間
ま

元荒川が曲流して「押し回し」の所の意味。

袋
ふくろ

山
やま

元荒川が曲流して「袋
ふくろ

の底
そこ

」の所の意味。

大
おお

沢
さわ むかしはしめった場

ば

所
しょ

が多く、名前のついた７つの池
いけ

や多くの沼
ぬま

地
ち

があった
ので大沢と名

な

付
づ

けられたとも言われている。

槐
さいかち

戸
ど

槐（さいかち　えんじゅ）が生えている所の意味。

宮
みや

後
ご

耕
こう

地
ち

鎮
ちん

守
じゅ

の後ろの通りにある耕地の意味。

外
そと

河
が

原
わら

元
もと

荒
あら

川
かわ

堀
ほり

替
かえ

え後に元の堤
つつみ

上
うえ

、葛
か

西
さい

用
よう

水
すい

外
そと

側
がわ

に付けた名。

鷺
さぎ

後
しろ 古

こ

来
らい

、田が多くて鷺
さぎ

が多く集まる耕地というので「代（田）」を用いていた
が、検

けん

地
ち

の際、宮
みや

の後ろということから「鷺後」と書くようになった。

内
なか

野
の

葛西用水内
うち

側
がわ

ということから、外河原に対してこのように言う。

辻
つじ

大
おお

房
ふさ

道
どう

と耕
こう

地
ち

道
どう

、その他の小道が多い所なのでこの名が付いた。

皿
さら

沼
ぬま 元荒川大

おお

堤
づつみ

脇
わき

で上手の耕地から流れる水がたまるくぼ地なので、この名が付
いた。

堤
つつみ

外
そと

皿沼大堤の外側なのでこのように言う。

川
かわ

棚
たな

川
かわ

沿
ぞ

いの田
た

畑
はた

で刈
か

り取った稲
いね

を棚
たな

状
じょう

にして乾
かわ

かしたのでこの名が付いた。

七
しち

左
ざ

衛
え

門
もん

会
あい

田
だ

七
しち

左
ざ

衛
え

門
もん

政
まさ

重
しげ

が開
かい

発
はつ

した土地の意味。

出
で

羽
わ 綾瀬川がよくはんらんした土地を、会

あい

田
だ

出
で

羽
わ

資
すけ

久
ひさ

が、出羽堀という排水用の
川を掘り、開発した土地なので、名前の出羽をつかい、この名がついた。

神
しん

明
めい

下
した

神
しん

明
めい

宮
ぐう

の下を通る耕地なので、この名になった。

四
し

町
ちょう

野
の 元は耕地の名

めい

称
しょう

で谷
や

中
なか

村であったが、元
げん

禄
ろく

御
おん

検
けん

地
ち

の時には別
べつ

の村のように
なった。町

ちょう

歩
ぶ

の大略による。

谷
や

中
なか

高
こう

所
しょ

から低
てい

所
しょ

へ下がった所の意味。
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越谷市のすてきをたくさんみつけることはできましたか。見

つけたら、だれに伝えますか。どのように伝
つた

えますか。

見つけたすてきから越谷市のキャッチフレーズをつくってみ

てもおもしろいですね。越谷市のじまんパンフレットをつくっ

てみるのもおもしろいですね。いろいろな人に越谷市のすてき

を伝えていきましょう。
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越谷市マップ

安国寺安国寺
あんこく   じあんこく   じ

浄山寺浄山寺
じょうさんじじょうさんじ

宮内庁埼玉鴨場宮内庁埼玉鴨場
く   ないちょうく   ないちょうさいたまかも ばさいたまかも ば

香取神社香取神社
か とり じん じゃか とり じん じゃ

林泉寺駒止のマキ林泉寺駒止のマキ
りんせん  じ  こまどめりんせん  じ  こまどめ

大聖寺大聖寺
だいしょう  じだいしょう  じ

藤助河岸藤助河岸
とうすけ  が   しとうすけ  が   し蒲生の一里塚蒲生の一里塚

が もうが もう いち  り   づかいち  り   づか

旧 東 方 村 中 村 家 住 宅旧 東 方 村 中 村 家 住 宅
きゅうひがしかた  むら    なか    むら       け    じゅう   たくきゅうひがしかた  むら    なか    むら       け    じゅう   たく

承 応 ２ 年 庚 申 塔承 応 ２ 年 庚 申 塔
じょう   おうじょう   おう ねん  こう  しん  とうねん  こう  しん  とう

大 間 野 町 旧 中 村 家 住 宅大 間 野 町 旧 中 村 家 住 宅
おお      ま           の    ちょうきゅう  なか    むら       け    じゅう   たくおお      ま           の    ちょうきゅう  なか    むら       け    じゅう   たく

古いまちなみ古いまちなみ

久伊豆神社久伊豆神社
ひさ   い   ず  じんじゃひさ   い   ず  じんじゃ
越ヶ谷越ヶ谷

川崎神社川崎神社
かわさきじんじゃかわさきじんじゃ

聖徳寺のイチョウ聖徳寺のイチョウ
しょうとくじしょうとくじ

ぎょうだいさまぎょうだいさま

き     ねん    ひき     ねん    ひそう     ふ  きょうさいそう     ふ  きょうさい

相扶共済の記念碑相扶共済の記念碑

越ヶ谷御殿跡越ヶ谷御殿跡
こし が　や　ご てんあとこし が　や　ご てんあと

瓦曽根溜井防水碑瓦曽根溜井防水碑
かわらぞ       ね     ため   い     ぼう すい   ひかわらぞ       ね     ため   い     ぼう すい   ひ

明治天皇天覧田植処之碑明治天皇天覧田植処之碑
めい   じ    てん のう  てん  らん    た     うえところ  の　ひめい   じ    てん のう  てん  らん    た     うえところ  の　ひ

砂利道供養塔砂利道供養塔
じゃ      り     みち     く     よう    とうじゃ      り     みち     く     よう    とう

越巻学校越巻学校
こし まきこし まき

建長元年板碑建長元年板碑
けんちょうがんねんいた   びけんちょうがんねんいた   び

新方道路原標新方道路原標
にいがた  どう     ろ     げんぴょうにいがた  どう     ろ     げんぴょう

平方庚申塔平方庚申塔
ひら かた  こう  しん  とうひら かた  こう  しん  とう

古くからのこるたて物古くからのこるたて物
ものもの

せきひせきひ

三宮卯之助の力石三宮卯之助の力石
さんのみや　う　の      すけさんのみや　う　の      すけ ちからいしちからいし

精忠碑精忠碑
せいちゅうひせいちゅうひ

さいたま市さいたま市

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ

0 １ｋｍ
（1000ｍ）

『わたしたちの越谷　３年生』にのっている場所もあります。
さがしてみよう。
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